
1　ほすぴたる 第23号（2008. 11. 01） 

平成20年 2008年11月 公立豊岡病院組合広報紙 第23号

組合立病院 ◇公立豊岡病院◇公立日高医療センター◇公立出石医療センター◇公立朝来梁瀬医療センター◇公立朝来和田山医療センター

▲ 妊婦さんに問診する助産師の作山さん（右手前）

▲ 日高医療センター産婦人科“助産師外来”のスタッフ

 

院
内
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
五
回
目
は
、
日

高
医
療
セ
ン
タ
ー
の
産
婦
人
科
外
来

に
勤
務
す
る
助
産
師
の
作
山
友
子
さ

ん
で
す
。
日
高
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は

平
成
十
九
年
八
月
か
ら
但
馬
で
初
め

て
〝
助
産
師
外
来
〞
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
し
た
。
助
産
師
外
来
で
は
正
常

な
妊
娠
経
過
を
た
ど
っ
て
い
る
妊
婦

さ
ん
を
対
象
に
、
助
産
師
が
中
心
と

な
っ
て
妊
婦
健
診
や
保
健
指
導
を
行

い
ま
す
。
全
国
的
な
産
科
医
不
足
の

中
で
医
師
の
業
務
負
担
を
軽
減
で
き

る
仕
組
み
と
し
て
、
ま
た
、
助
産
師

の
専
門
性
を
発
揮
出
来
る
場
と
し
て

も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

妊婦さんの
　良きパートナーとして･･･

院内
インタビュー
院内
インタビュー

第５回

さ
く 

や
ま 

と
も　
こ  
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け
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

や
、
子
供
さ
ん
も
一
緒
に
来
ら
れ
ま
す
。

夏
休
み
中
は
子
供
さ
ん
が
す
ご
く
多
か
っ

た
で
す
。

̶

二
人
目
、
三
人
目
の
方
が
お
子
さ
ん
を
連
れ
て

来
ら
れ
た
り
す
る
ん
で
す
ね
。

●
そ
う
。
実
は
子
供
の
立
ち
会
い
も
し
て
る

ん
で
す
よ
。
上
の
子
さ
ん
が
立
ち
会
っ

て
、
お
父
さ
ん
も
立
ち
会
っ
て
、
家
族
み

ん
な
で
立
ち
会
っ
て
の
出
産
も
や
っ
て
い

ま
す
。
ち
い
さ
な
子
供
さ
ん
が
泣
か
ず
に

「
お
母
ち
ゃ
ん
頑
張
っ
て
〜
」
っ
て
応
援

す
る
ん
で
す
よ
。
見
て
る
私
達
も
本
当
に

感
動
し
ま
す
。
子
供
も
分
娩
に
参
加
す
る

こ
と
で
、
赤
ち
ゃ
ん
を
早
く
か
ら
家
族
と

し
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

̶

へ
ぇ
。
実
際
に
助
産
師
外
来
を
利
用
す
る
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
ん
で
す
か
？

●
普
通
、
妊
婦
検
診
は
二
週
間
に
一
回
な
ん

で
す
が
、
二
十
四
週
目
か
ら
何
も
異
常
が

無
い
方
に
は
、
助
産
師
外
来
と
医
師
に
よ

る
検
診
を
交
互
で
受
け
ら
れ
ま
す
よ
っ
て

お
伝
え
し
て
い
ま
す
。
助
産
師
外
来
を
受

け
た
ら
次
は
先
生
の
診
察
と
い
う
ふ
う
に

交
互
に
し
て
い
ま
す
。

̶

以
前
は
三
十
六
週
だ
っ
た
は
ず…

。

●
今
年
の
六
月
か
ら
対
象
を
広
げ
ま
し
た
。

̶

で
は
対
象
の
方
も
増
え
て
忙
し
い
の
で
は
？

●
多
少
は
増
え
て
ま
す
が
、
一
日
八
人
く
ら

　

い
か
な
。
一
人
四
十
五
分
間
か
け
て
ま

す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
も
う
少
し
多
く
か

か
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
。

̶

一
年
間
や
っ
て
み
て
ど
う
で
す
か
？

●
病
院
で
健
診
を
受
け
る
妊
婦
さ
ん
は
普
通

の
診
察
だ
け
で
は
な
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方

が
持
つ
不
安
や
心
配
事
が
相
談
で
き
、
安

心
で
き
る
時
間
を
求
め
て
い
る
こ
と
に
気

づ
き
ま
し
た
ね
。
助
産
師
外
来
で
は
、
医

師
と
同
じ
よ
う
な
診
断
や
指
導
を
求
め
ら

れ
て
い
る
の
で
は
な
く
っ
て
、
妊
婦
が
安

心
で
き
る
場
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
役

割
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
考
え
て
い
ま

す
。
初
め
の
こ
ろ
は
、
慣
れ
な
い
超
音
波

で
胎
児
の
体
重
を
出
す
こ
と
に
必
死
で
し

た
が
、
妊
婦
さ
ん
は
胎
児
の
表
情
や
、
し

ぐ
さ
の
ほ
う
に
興
味
を
持
た
れ
て
る
こ
と

に
気
が
つ
き
ま
し
た
。

̶

今
の
お
仕
事
の
や
り
が
い
は
？

●
こ
れ
は
私
が
昔
か
ら
や
り
た
か
っ
た
こ
と

な
ん
で
す
。
日
本
で
初
め
て
院
内
助
産

院
を
さ
れ
た
佐
野
病
院
（
神
戸
市
）
っ

て
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
ん
で
す
が
、
そ
こ

を
見
に
行
っ
た
り
と
か
、
研
修
は
ず
っ
と

や
っ
て
き
て
ま
し
た
。
念
願
が
叶
っ
た
の

で
助
産
師
と
し
て
非
常
に
や
り
が
い
が
あ

り
ま
す
。

̶

妊
婦
さ
ん
の
反
応
は
ど
う
で
す
か
？

●
そ
う
で
す
ね
。
妊
婦
さ
ん
に
聞
い
て
み
る

̶
産
婦
人
科
の
外
来
と
助
産
師
外
来
の
違
い
っ
て
？

●
産
婦
人
科
外
来
で
は
医
師
が
医
学
的
な
立

場
で
妊
婦
健
診
を
さ
れ
ま
す
。
内
診
も
あ

り
ま
す
し
、
診
察
や
エ
コ
ー
で
も
、
医
学

的
に
異
常
が
無
い
か
診
て
お
ら
れ
ま
す
。

助
産
師
外
来
で
は
私
た
ち
助
産
師
が
、
内

診
以
外
は
医
師
と
同
じ
健
診
や
保
健
指
導

な
ど
を
行
い
ま
す
。
違
う
と
こ
ろ
は
、
赤

ち
ゃ
ん
が
お
腹
の
中
に
い
る
う
ち
か
ら
、

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
と
れ
る
よ
う
時
間
を
か
け
て
エ

コ
ー
を
し
た
り
、
対
話
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

̶

さ
っ
き
、
エ
コ
ー
の
様
子
を
見
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
が
、「
元
気
に
動
い
て
る
よ
」
と
か
、「
体

重
今
何
グ
ラ
ム
だ
よ
」
と
い
う
よ
う
な
会
話
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
よ
ね
。

●
そ
う
。
赤
ち
ゃ
ん
が
お
腹
の
中
に
い
る
う

ち
か
ら
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
っ
た
ほ
う
が

い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
、
お
母

さ
ん
と
の
会
話
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

̶

だ
い
た
い
、
お
父
さ
ん
も
一
緒
に
来
ら
れ
る
ん

で
す
か
？

●
多
い
で
す
ね
。
立
ち
会
い
分
娩
を
し
て
い

る
ん
で
、
妊
娠
中
か
ら
「
お
父
さ
ん
も
一

緒
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
」
っ
て
言
っ
て
る

　

ん
で
す
。

̶

う
ち
も
準
備
し
と
か
な
き
ゃ
（
笑
）

●
お
待
ち
し
て
ま
す
。（
笑
）
お
父
さ
ん
だ

　

と
、
先
生
に
聞
け
な
い
こ
と
も
助
産
師
さ

ん
な
ら
聞
け
た
と
か
、
待
ち
時
間
が
な
い

と
か
、
時
間
が
ゆ
っ
く
り
と
っ
て
あ
っ
て

話
が
し
や
す
か
っ
た
と
か
あ
り
ま
し
た
。

　

先
生
の
外
来
が
終
わ
っ
た
後
に
も
お
話
が

で
き
る
ん
で
す
が
、
次
の
方
が
お
ら
れ
て

ゆ
っ
く
り
話
が
出
来
な
い
な
っ
て
思
っ
て

ま
し
た
が
そ
れ
が
出
来
た
り
と
か
。

̶

最
後
に
こ
れ
か
ら
の
意
気
込
み
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
こ
れ
か
ら
も
妊
婦
さ
ん
の
良
き
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

▲ 

エ
コ
ー
検
査
の
様
子
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収
入
を
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
医

業
収
益
（
診
療
に
関
す
る
収
入
）
は
、

豊
岡
病
院
消
化
器
科
の
再
開
、
総
合
診

療
部
の
創
設
、
日
高
医
療
セ
ン
タ
ー
眼

科
セ
ン
タ
ー
の
開
設
等
に
よ
り
一
億
三

千
六
百
万
円
増
え
ま
し
た
が
、
前
年
度

は
、
特
殊
要
素
と
し
て
旧
豊
岡
病
院
跡

地
売
却
収
益
が
計
上
さ
れ
て
い
た
た

め
、
収
入
全
体
と
し
て
は
十
二
億
一
千

百
万
円
の
減
収
と
な
り
ま
し
た
。

　

支
出
を
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
収

益
の
増
加
に
と
も
な
っ
て
材
料
費
・
経

費
が
増
え
ま
し
た
が
、
医
師
の
欠
員
補

充
が
図
れ
な
か
っ
た
事
等
に
よ
り
給
与

費
が
減
少
し
た
こ
と
、
減
価
償
却
費
が

減
少
し
た
こ
と
、
ま
た
、
前
年
度
は
、

特
殊
要
素
と
し
て
旧
豊
岡
病
院
の
解
体

撤
去
に
関
わ
る
費
用
を
計
上
し
て
い
た

こ
と
等
に
よ
り
、
六
億
七
千
七
百
万
円

減
少
さ
れ
ま
し
た
。

　

収
入
（
医
療
機
器
を
購
入
す
る
際
等

の
借
入
で
あ
る
企
業
債
、
構
成
市
か
ら

の
負
担
金
等
）
総
額
が
十
七
億
八
千
百

万
円
、
支
出
（
医
療
機
器
購
入
等
に
係

る
費
用
、
企
業
債
の
返
済
等
）
総
額
は

二
十
八
億
三
千
八
百
万
円
で
、
差
引
で

は
、
十
億
五
千
七
百
万
円
の
収
支
不
足

と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
十
九
年
度
の
主
な
医
療
機
器
な

ど
へ
の
投
資
は
、
豊
岡
病
院
は
低
温
プ

ラ
ズ
マ
滅
菌
器
な
ど
、
日
高
医
療
セ
ン

タ
ー
は
眼
科
手
術
用
顕
微
鏡
な
ど
、
出

石
医
療
セ
ン
タ
ー
は
人
工
呼
吸
器
な

ど
、
梁
瀬
医
療
セ
ン
タ
ー
は
大
腸
フ
ァ

イ
バ
ー
ス
コ
ー
プ
な
ど
、
和
田
山
医
療

セ
ン
タ
ー
は
超
音
波
診
断
装
置
な
ど
、

器
械
備
品
費
合
計
で
二
億
四
千
三
百
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
含
み
三
億

四
千
二
百
万
円
の
資
金
を
投
入
し
て
、

医
療
水
準
の
維
持
・
向
上
の
た
め
の
整

備
を
行
い
ま
し
た
。

　平成19年度決算では、収益的収支（日々の医療活動に関する収入と費用）は、19億5,300万円の純
損失（赤字）で、前年度に比べ5億3,400万円の悪化となりました。また、資本的収支（医療活動に必
要な病院施設や医療機器等の整備に関わる収入と費用）は、10億5,700万円の収入不足となりました。
　病院の経営状態を示す収益的収支の赤字改善のため、早急に収入と支出のバランスを適正化すること
が必要です。このため、公立豊岡病院組合では、平成20年度中に病院の経営改善を柱とした「公立病
院改革プラン」を策定することとしています。

平成19年度  事業会計決算 （単位：百万円）

計

資本的支出

収　

益　

的　

支　

出

△1,281

△704

△317

△455

61

△71

△130

57

△286

△246

△1,953

△1,419

△1,057

△1,911

支　　出

12,216

12,678

2,373

2,529

796

841

764

776

1,761

1,763

17,910

18,587

2,838

3,136

収　　入

10,936

11,974

2,056

2,074

856

770

634

833

1,475

1,517

15,957

17,168

1,781

1,225

年 度

H19

H18

H19

H18

H19

H18

H19

H18

H19

H18

H19

H18

H19

H18

豊 岡 病 院

日 高 Ｍ Ｃ

出 石 Ｍ Ｃ

梁 瀬 Ｍ Ｃ

和田山MC

合　　　計

平
成
十
九
年
度

資
本
的
収
支
に
つ
い
て

平
成
十
九
年
度

収
益
的
収
支
に
つ
い
て

設
備
投
資
額
は

　
　
　
　
　

 

三
億
四
千
万
円

収
入
総
額
は
一
六
〇
億
円

　

 

前
年
よ
り
一
二
億
円
減
収

支
出
総
額
は
一
七
九
億
円

　
　
　

 

前
年
よ
り
七
億
円
減

給与費
9,019百万円
（50.4％）

材料費
3,707百万円
（20.7％）

経費
2,001百万円
（11.2％）

減価償却費
1,466百万円（8.2％）

繰延勘定償却
856百万円（4.8％）

支払利息
505百万円（2.8％）

その他
356百万円（2.0％）

平成19年度
支出総額

17,910百万円

平成19年度 決算状況をお知らせします平成19年度 決算状況をお知らせします



ほすぴたる 第23号（2008. 11. 01）  4

（2）職員の平均年齢及び平均給料の月額の状況
　  （平成20年4月1日現在）

人事行政の運営等の
状況を公表します
人事行政の運営等の
状況を公表します

公立豊岡病院組合人事行政の運営等の状況の公表に関
する条例第6条及び第7条の規定により、職員数、給与
等の概要を公表します。詳細な内容は11月より公立豊
岡病院組合ホームページにて公表します。
（http://www.toyookahp-kumiai.or.jp/）
※一部、平成20年4月1日現在の状況を公表しています。

平成19年度平成19年度

※再任用職員を含みます。
※なお、H20.4.1現在の医師には、嘱託（専攻医）の一部を正規任用したことに
　よる増員を含みます。

◎総括

（3）ラスパイレス指数（事務職）の状況

※人件費には、特別職、嘱託職員及び臨時職員に支給した報酬、賃金を含みます。

（1）人件費の状況（収益的支出決算）
区 分

平成19年度

支出額　A

17,910,341千円

人件費　B

9,019,296千円

人件費比率（B/A）

50.4%

※「平均給料の月額」とは、平成20年4月1日現在における
　職種ごとの職員（一般職の職員で派遣職員を除く。）の基
　本給の平均です。（各種手当を含みません。）

医 師

区 分
平均給料月額

公 立 豊 岡 病 院 組 合

平 均 年 齢

看護師・准看護師

医 療 技 術 職

事 務 職

技 能 労 務 職

443,960円

308,246円

332,565円

368,468円

316,860円

40.1歳

39.0歳

41.6歳

48.4歳

45.4歳

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地方公務員
　の給与水準を表す指数です。

平成19年度 94.0

◎職員手当の状況（平成19年度の状況）
（1）期末手当、勤勉手当

区　　　分

加 算 措 置 の 状 況 職制上の段階、職務の級等による加算 職制上の段階、職務の級等による加算

公 立 豊 岡 病 院 組 合 国

1,600,513円 ̶

̶

支 給 割 合

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

3.0月分 1.5月分 3.0月分 1.5月分

１人当り平均支給額

（2）退職手当

区　　　分
公 立 豊 岡 病 院 組 合 国

定年前早期退職の特例措置（2％～20％加算） 定年前早期退職の特例措置（2％～20％加算）

自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

20

2 5

3 0

勤 続

勤 続

勤 続

年

年

年

最 高 限 度 額

そ の 他 加 算 措 置

１人当り平均支給額

職 種 受験者数
（a）

合格者数
（ｂ）

合格率
（ｂ）/（a）

１． 職員の任免及び職員数に関する状況

２． 職員の給与の状況

（1）職員の採用・退職の状況
　  （期間は平成19年4月2日から平成20年4月1日）

（2）平成19年度に実施した職員採用試験の状況

職 種

医 師

看護師・准看護師

医療技術職

事 務 職

技能労務職

合 計

H19.4.1現在 期間内の退職者 期間内の採用者 H20.4.1現在

91人

616人

153人

102人

69人

1,031人

24人

33人

5人

8人

2人

72人

37人

25人

6人

4人

0人

72人

104人

608人

154人

98人

67人

1,031人

33人

2人

2人

3人

15人

9人

2人

90人

81.3%

50.0%

50.0%

33.3%

8.3%

11.1%

50.0%

6.3%

32人

2人

2人

3人

12人

9人

2人

79人

26人

1人

1人

1人

1人

1人

1人

5人

助産師・看護師

薬 剤 師

理 学 療 法 士

診療放射線技師

栄 養 士

歯 科 衛 生 士

言 語 聴 覚 士

事 務 職

※1人当り平均支給額は、平成19年度（平成19年4月1日から平成20年3月31日）に退職した職員に支給した平均額です。

12,395,535円

23.50月分

33.50月分

47.50月分

59.28月分

30.55月分

41.34月分

59.28月分

59.28月分

23.50月分

33.50月分

47.50月分

59.28月分

30.55月分

41.34月分

59.28月分

59.28月分

申込者数
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給料月額

管 理 者 副 管 理 者

770,000円 667,000円 994,000円 922,000円

管 理 者 副 管 理 者

医師である者が医療業務に従事する場合

4.45月（6月期2.125月、12月期2.325月） 3.35月（6月期1.6月、12月期1.75月）期末手当

手 当 名 内 容 及 び 支 給 単 価 国

医師及び歯科医師のみ12%（平成20年度は13％）、
その他の職員は支給対象外

医師及び歯科医師については12%（平成20年度は13％）、
その他の職員は0%地 域 手 当

医師及び歯科医師　月額350,000円の範囲内 ※初任給調整手当として　月額306,900円の範囲内医師・歯科
医 師 手 当

・配偶者　13,000円
・配偶者以外の扶養親族　6,500円
・15歳に達する日後の最初の4月1日から22歳に達する日以降の最初
　の3月31日までにある子は5,000円加算

国と同じ扶 養 手 当

・借家＝家賃に応じて27,000円を限度に支給
　(家賃12,000円を超える場合に限る)
・自宅＝2,500円

・借家＝国と同じ
・自宅＝3,500円住 居 手 当

・交通機関利用の場合＝運賃相当額が55,000円以下は運賃相当額
・自動車等利用の場合＝通勤距離に応じて2,000円～24,500円を支給

・交通機関利用の場合＝国と同じ
・自動車等利用の場合＝通勤距離に応じて4,100円
　～36,200円を支給

通 勤 手 当

・管理又は監督の地位にある職員のうち、規則で指定する職員
　特別調整額表に定める額（俸給月額の25％を超えない範囲）

・管理又は監督の地位にある職員のうち、規則で
　指定する職員　給料の月額の8%～25%管理職手当

◎常勤特別職の報酬等の状況
　給料、期末手当の状況(平成20年4月1日現在)

月曜日から金曜日まで週40時間（1）勤務時間
午前8時30分～午後5時15分（8時間）
午後0時15分～午後1時00分（2）休憩時間
公務に支障のない限り、所定の勤務時間4時間につき15分　※20年度より廃止（3）休息時間
土曜日・日曜日（4）週 休 日
①国民の休日 ②年末年始（12月29日～1月3日）③国家的な行事が行われる日など、別に定める日（5）休　　日

③特別休暇（有給）　　※下記の表を参照
④介護休暇（無給）

　※(1)から(5)までは非交代勤務の場合です。

②病気休暇（有給） ・公務上の負傷又は病気の場合　　　　その療養に必要と認められる期間
・結核性疾患又は精神障害の場合　　　2年の範囲内で必要と認められる期間
・その他の負傷又は病気の場合　　　　120日の範囲内において、その療養に必要と認められた期間

①年次休暇（有給）　　 1暦年につき20日　採用された年だけは、その採用の月により2日から20日

⑥育児部分休業（取得時間分減額）
⑤育児休業（無給）

（6）休 暇 等

※特別休暇の概要
区 分 ( 通 称 )

結 婚 休 暇

産前、産後休暇

配偶者の出産休暇

育 児 時 間

生 理 休 暇

夏 季 休 暇

妊産婦通院休暇

内 容

連続する5日以内で必要とする日数

出産予定日8週間(多胎妊娠14週間)前から産後8週間

規則で定める期間内に2日

生後満1年に達しない生児を育てる場合の育児時間　1日に2回　各30分

生理のため勤務が著しく困難である場合　1回について2日以内で必要とする日数

7月から9月までの間に3日　※19年度まで

リフレッシュ休暇 勤続年数が20年、30年に達した場合、規則に定める期間内に3日

ボランティア休暇

子の看護休暇

忌 引 休 暇

1暦年において5日以内

1暦年において5日以内

続柄によって連続する7日以内

妊娠中又は出産後1年以内に母子保健法に規定する保健指導又は健康診査を受ける場合
　　①妊娠7ヶ月まで　4週間に1回　②妊娠8ヶ月～9ヶ月　2週間に1回
　　③妊娠10ヶ月から分娩まで　1週間に1回　④産後1年まで　その間に1回　
※1回に与えることのできる時間は、それぞれ1日の正規の勤務時間の範囲内で半日又は1日
※1ヶ月は28日

(1)分限処分者数(平成19年度)

(2)懲戒処分者(平成19年度)

■お問い合わせ先：公立豊岡病院組合　総務部人事課
(電話0796-22-6111代表)

件 数

件 数

0 件

6 件

0 件

0 件

0 件

0 件

0 件

0 件

事 由

事 由区 分

免 職

停 職

減 給

戒 告

区 分

免 職

休 職

降 任

降 給

心身の故障

(3)その他主な手当

４．職員の分限及び
　　懲戒処分の状況

３．職員の勤務時間その他の勤務条件
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日高医療センター眼科センターの眼科電話相談に寄せられた内容と相談件数
をご報告します。「お願い」もお読み下さい。

市民のみなさまには、受診前の電話相談にご協力いただきありがとうござ
いました。これにより、医師の負担が軽くなっています。

■ 眼科電話相談の内容についてのご報告とお願いです。

相談件数：計234件（1日あたり2.6件）相談件数：計234件（1日あたり2.6件）

平成20年6月（開始）から8月まで（3ヶ月間）

なお、電話相談のうち、2割が21時
以降の相談でしたが、深夜は十分な
検査や治療ができません。

できるだけ早い時間にご相談くだ
さい。

お願い

痛み
4件  1.7%

その他
23件
9.8%

異物混入
53件  22.6%

打撲
47件  20.1%

4件  1.7%
手術後

4件  1.7%
飛蚊症

27件  11.5%
問い合わせ

72件  30.8%
アレルギー・異物感

4割強が鉄粉等が目に入った（異物混入）、スポーツ中
にボールが目に当たった（打撲）という相談です。
最悪、失明することもあります。
また、そのときは大したことがなくても、あとから痛
みがひどくなることがあります。

目に異物の入る可能性のある作業中は、必ず防護
メガネをつけてください。

お願い

異物混入、打撲の場合は、必ず夕方までに受診し
てください。

お願い

3割が緊急ではないアレルギー症状
（充血、かゆみ、目やに）や「ゴロ
ゴロ」という異物感の相談です。
このようなときは…

日中に開業医を受診してください。
お願い

2割が、単なる問い合わせや
予約変更の電話です。

夜間、緊急性のない相談
は控えてください。

お願い

毎月数件ずつ、飛蚊症、手術後の痛
み、目の痛みといった相談がありま
した。

視力低下、目の激しい痛み、手
術・退院直後で調子が悪い場合
は、緊急の可能性が高いので、時
間にかかわらず、すぐに電話相談
してください。

お願い
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「
豊
岡
病
院
に
受
付
時
間
内
に
行
っ
た
の

に
外
来
で
診
て
も
ら
え
な
か
っ
た
」
と
い
う

苦
情
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

豊
岡
病
院
で
は
、
外
来
診
療
は
全
て
〝
時

間
予
約
制
〞
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
予
約
に

つ
い
て
は
、
他
の
医
療
機
関
か
ら
の
紹
介
の

場
合
は
、
事
前
に
医
療
機
関
か
ら
予
約
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
当
日
に
こ
の

事
前
予
約
な
し
で
来
院
さ
れ
た
場
合
、
空
い

て
い
る
予
約
時
間
が
あ
れ
ば
受
付
で
き
ま
す

が
、
そ
の
時
点
で
予
約
が
ふ
さ
が
っ
て
い
る

時
は
、
受
付
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の

シ
ス
テ
ム
は
、
患
者
様
お
一
人
お
一
人
の
診

察
時
間
を
確
保
し
、
ま
た
、
外
来
診
療
の

後
の
入
院
患
者
様
へ
の
検
査
、
処
置
な
ど

へ
の
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
た
め
の
も
の
で

す
の
で
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

病
院
を
初
め
て
受
診
さ
れ
る
場
合
は
、
で

き
る
だ
け
「
か
か
り
つ
け
医
」
等
か
ら
の
紹

介
に
よ
り
、
事
前
予
約
を
取
っ
て
お
越
し
く

だ
さ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

豊
岡
病
院
か
ら
の

　

 
お
知
ら
せ
と
お
願
い

　

見
学
会
終
了
後
の
懇
親
会
で
は
、
駆
け

つ
け
た
豊
岡
市
・
朝
来
市
の
両
市
長
か
ら

医
学
生
に
激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
そ

の
後
は
職
種
や
年
齢
の
垣
根
を
越
え
た
活

発
な
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
三

月
、
本
制
度
を
利
用
し
た
医
学
生
一
名

が
、
晴
れ
て
豊
岡
病
院
の
研
修
医
と
な
り

ま
し
た
。
今
回
の
病
院
見
学
に
も
参
加

し
、
先
輩
と
し
て
医
学
生
の
た
め
に
一
生

懸
命
説
明
等
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
医

学
生
が
安
心
し
て
勉
学
に
励
み
、
将
来
但

馬
地
域
の
医
療
に
携
わ
れ
る
よ
う
、
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

な
お
、
来
年
度
以
降
も
医
師
修
学
資
金

貸
与
医
学
生
を
募
集
す
る
予
定
で
す
。
身

内
の
方
や
お
知
り
合
い
に
、
医
学
部
進
学

を
お
考
え
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

ら
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

　

去
る
八
月
十
二
日
、
公
立
豊
岡
病
院
組

合
医
師
修
学
資
金
貸
与
医
学
生
を
対
象
に

病
院
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
で

三
回
目
と
な
る
こ
の
会
は
、
病
院
の
見
学

や
先
輩
医
師
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
但
馬

地
域
の
医
療
事
情
を
知
り
、
意
欲
の
醸
成

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

今
年
の
見
学
会
に
は
医
学
生
八
名
が
参

加
。
ま
ず
、
豊
岡
病
院
で
研
修
医
か
ら
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
生
活
環
境
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
、
午
後
か
ら
は
学
生
の
要
望
に

応
え
、
出
石
福
祉
ゾ
ー
ン
へ
場
所
を
移
し

研
修
を
行
い
ま
し
た
。
特
養
や
老
健
を
見

学
し
た
ほ
か
、
出
石
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は

「
高
齢
者
へ
の
嚥
下
・
口
腔
ケ
ア
の
指

導
」
に
つ
い
て
、
医
師
・
栄
養
士
か
ら
講

義
を
受
け
ま
し
た
。
学
生
達
は
、
実
際
に

提
供
さ
れ
て
い
る
食
事
を
試
食
し
、
病
棟

の
看
護
現
場
を
見
学
、
チ
ー
ム
医
療
を
肌

で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

医
学
生
、先
輩
医
師
に
学
ぶ
！

　

今
年
も
病
院
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
！

新任医師

豊岡 外科

部長 坪野　充彦
つ ぼ の　　 みちひこ

医師の異動のお知らせ

退職医師 　豊岡病院
　八鹿病院

宮本　和尚
谷　　鎮礼

医員
医長

産 婦 人 科
総合診療科総

異動医師
　豊岡病院へ
　日高MCへ
　村岡病院へ
　香住病院へ

加藤　　健
池上　宏美
山田　博之
日野　拓耶

（香住病院）
（豊岡病院）
（豊岡病院）
（豊岡病院）

総合診療科
内 科
内 科
内 科

総
総
総
総

※詳細は各病院へおたずねください。
　　 は、豊岡病院総合診療部に所属する医師です。総

お問合せ

人 事 課
22-6111
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1

保険外料金が変わります
１２月１日から

ご理解・ご協力をよろしくおねがいします
重 要

　豊岡病院では、これまでから“かかりつ
け医”を持っていただくことをお勧めして
きました。現在、紹介状を持たずに受診され
た場合は、診療費とは別に1,050円をいた
だいています。しかし、患者様の負担
される料金総額が、紹介状の無い方よ
りも高くつく結果となっています。こ
れを見直し、診療所や他の医療機関か
らの紹介による受診の方が安くなるよ
う、料金を2,100円に引き上げることに
しました。
　豊岡病院では、日頃から診療所等と緊
密な連携を行っていますので、普段はか
かりつけ医、必要に応じて豊岡病院と、
上手に医療機関を使い分けましょう。

　豊岡病院の救命救急センターは、但馬地域の救
急の最後の砦として、24時間365日、いつでも受
け入れが可能な体制を整えておかねばなりませ
ん。このことについて、以前から広報等を通じて
救急の適正な利用を呼びかけてきましたが、今も
安易な利用が多く見受けられます。このため、12
月から“緊急性のない自己都合等による救急受診の方
から、診療費のほかに一律で3,150円をいただく”こ
とになりました。救急の適正な利用について住民
の皆様の一層のご理解とご協力をお願いします。

　公立豊岡病院組合は、豊岡市、朝来市の2市による設
置で、毎年、多額の病院運営経費等の繰り入れをいた
だいています。現在、この2市以外にお住まいの患者様
には、室料差額（差額ベッド代）のみ2割加算をいただ
いています。この加算について、対象範囲の拡大と割合
を2割から3割に見直すことにしました。（分娩料は定
額（12,000円）加算）

非紹介患者初診加算料
の引き上げ

時間外診察料金制度の導入

構成市以外の方の料金加算
の引き上げ2 3

● 実際の負担額（例：初めての受診で、薬、検査等もなく診察のみの場合）

時間外区分

平日
17：15～22：00
  6：00～  8：00

初診料　　　810円
時間外加算　690円

初診料　　　810円
休日加算　　 750円

初診料　　　810円
深夜加算　 1,440円

22：00～  6：00

休日

深夜

1,500円

1,560円

2,250円

初診料　　　　810円
時間外加算　3,150円

初診料　　　　810円
時間外加算　3,150円

初診料　　　　810円
時間外加算　3,150円

3,960円

3,960円

3,960円

2,460円増

2,400円増

1,710円増

現　　行 改正後 差　　額

※豊岡病院のみ

※豊岡病院のみ

分娩料（時間内）

時間外診察料

非紹介患者初診加算料

室料差額（豊岡病院個室の場合）

構成市   

60,000円

3,150円

2,100円

5,750円

構成市外  

72,000円

4,095円

2,730円

7,475円

※上記以外の場合、負担の対象となります

❶紹介による救急受診の場合
❷外傷による救急受診の場合
❸１歳未満の患者受診の場合
❹当院の医師から診察を指示されている
　受診の場合
❺精神疾患による受診の場合
❻外来で死亡した場合
❼入院した場合（病床待ち含む）
❽緊急の点滴注射、検査、処置、手術が必要と
　なった場合

＜緊急性を判断する基準＞


